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「父の日、お父さんありがとう」
 マキキ聖城キリスト教会牧師　黒田　朔

　「地震、雷、火事、親父」と言う言葉を聞かなくなって久しくなります。お父さんと言えば「怖い人」と思い出す人が少なくなったのでしょうか。でも、私にとっての父は先ず「怖い人」でした。今にして思えば、怖い父は大変ありがたい存在でもありました。父からの「いいよ」は通行手形を貰ったようなもので、誰が何と言っても「お父さんが良いよって言ったもん。」と、言えたのです。父は我が家の基準でした。

 　中学三年生の時、仕事で家を離れていた父に始めて手紙を書きました。進路の相談をしたのです。早速、父から返事が届きました。職場で書いたのでしょう。事務用選に六枚、びっしり書かれた手紙には自分の青春時代の悩み、戦いなどが書かれ、「良くぞ聞いてくれた」という父の思いが溢れていました。その時から父は「怖い人」から「相談できる先輩」に変わりました。中学生の私にとってこの変化はうれしくて、父が亡くなって何年もなる今もその手紙は私の宝物です。

  父は家が貧しかった為に進学できず、新聞少年をしながら学校へ行き、丁度、社内で設計を学べると聞き、三菱造船に入り、その間に英語を学ぼうと宣教師が開いていたパルモア学院に通ったとのことでした。余程、貧乏がつらかったのか、「子どもは大学に行かせる。どの大学へ、何年かけて行っても良し。ただし、親としてサポートするのは四年間だけ。」と言われ、「結局

は浪人するなと言うことや・・」と思ったことでした。しかし、この「人に迷惑をかけず、自分の責任の範囲であれば自由」という父の砲身は我が家の家風でした。

　父は三年じっとしておれない、いつも何か新しいことにチャレンジした人で、仕事を変えるか、何も無ければ引越しでもすると言う人でしたが、不思議に子供として迷惑した思い出が無いのは父自身がこの「人に迷惑をかけず、自分の責任の範囲であれば自由」と言う家風を実践していたからだと思います。

　私が結婚し、長男が産まれ、丁度、親としては安心し始めた時に、突然、「仕事を止めて、学校へ行きなおし、牧師になる。」と言った時、一言の反対もせず「夫婦で決めたことやろ。」と言って許してくれたとき、父は「相談できる先輩」から「尊敬する父親」になりました。言いたいことがあったはずの父は何も言わないことで息子への信頼を表してくれたのが分かったからです。

　神学校に在学中、父が引越しの代わりに増築した二階へ移ったため、わたし達が一階に住むことにした時、全家賃を前払いする息子と黙って受け取る父親を見て、嫁の康子は驚きましたがそれが我が家でした。

　そんな父に困った事が起こりました。老後が気になり始めた頃、当てにしようとした息子がハワイへと引っ越したのです。しばらくして父達もハワイへと来てくれました。今にして思えば、八十に手が届きそうな両親にとっては大変なことだったでしょうが、子供たちに迷惑をかけない為には自分たちが動くこと以外になかったのです。育ち盛りの孫達を食事に連れ出すとき、父はいつも元気なおじいちゃんでした。「おじいちゃんが出してあげるから、何でも食べなさい。」と、まるでシロアリのようにテーブルに並んだご馳走を平らげる様子に目を細めていたものです。他ではいつも「ありがとう」といっているおじいちゃんがみんなから「ありがとう」「おいしかった」と喜ばれる大切な時でした。こうして「父親」は「大切なおじいちゃん」に変わっていきました。

　最後の最後に、「イエス様を信じて、アーメン」と祈り、おじいちゃんらしく天国へと帰っていきました。

　父の日に、直接は言えなかったほどの感謝を込めて天に向って叫びます。

　「お父さんありがとう。」

わが子よ。あなたの父の訓戒に聞き従え。

あなたの母の教えを捨ててはならない。
箴言 一の八 
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のぞみの会便り
のぞみの会はいろいろなイベントやゲストによって祝福されています。五月二八日にはヒルトン・ハワイアンビレッジへ遠足に行きました。途中少し雨に降られましたが、誰も滑ったりして怪我をすることなく楽しい一日を過ごしました。


六月二日はモイリイリ・コミュニティーセンターでシニアー向けの体操のインストラクターをしているフェイさんが、日本の曲にあわせた体操を教えてくれました。座ったままできる体操でしたが手や体を伸ばしたりして体をたくさん動かすもので、普段は体を動かさないのぞみの会のメンバーにはとてもよいエクササイズになりました。手のエクササイズ（左手と右手で違うグーチョキパーを出し、合図と同時に左と右を入れ替える動作を繰り替えし行う）では、日ごろ照子姉に鍛えられているおかげで（！）みんな完璧にできてフェイさんもびっくりでした。今天主閣便りを読んでいる皆さん、左はパー、右はチョキ。これを瞬時に交互にできますか～？ちょっとやってみてください。できない人はぜひのぞみの会にきていっしょに練習しましょう！

のぞみの会ではゲストとして参加してくださる方も大歓迎です。一芸をお持ちの方、ぜひ遊びに来てください。 
　　　　　　　　　　


　今月の証
「主にあっての喜び」

　　　　　　　　　　　　　　上原　美砂

私の父は７年位前から忘れっぽくなり、同じ事を何度も言うようになり、５年前胃がんの手術の為入院中に、院内徘徊などがあり、病院の勧めもあり検査をしたところアルツハイマー型認知症の初期段階と診断されました。遠く離れて住んでいる私にとってはショッキングな出来事でした。でもそんな私の事もすべてわかっておられる神様を信じているから不思議な平安がありました。

父は認知症が発覚してからも２度程ハワイにも滞在し、日本で認可されていない薬を投与して頂き、日常生活は何とか過ごせる状態が４年程続きました。ところが、もともと大好きだったお酒が父の症状を昨年末から悪化させました。アルツハイマー型認知症とアルコール依存症が同時に起こっている状態で、日本は寒い冬、父はリビングから動こうとせず、食事もとらず、ひたすらお酒を飲み続けました。床ずれもでき始め、母も自宅介護に限界を感じ、入院先を探し始めました。

その時の状態で父が入院できるのは精神科病院しかなく、入院しました。入院して数日後、父は急に歩く事ができなくなり寝たきりに近い状態になりました。その原因はいまだ不明ですが、病院で安定剤の投与があったのかもしれませんし、入院のストレスにより一時的なショックが原因だったかもしれません。その後呼吸困難になり、２週間余り総合病院に移り、この時は危篤状態でした。歩けない事に加え、飲み込む事もできなくなり、母の決断で胃ろうというお腹から栄養を入れる管をつける手術を受けました。

　こんな状態で帰省した３月、私は父が入院

した病院に対して、〝急に寝たきり状態になった原因を明確にして、父に合った施設を探しに行く。〟と決心して行きましたが、小さくやせ細った父に再会し、痴呆の症状はあるにもかかわらず、手は動かす事ができ、家族の認識もでき、会話も聞き取りにくいけど何とかコミュニケーションがとれる事がわかり、〝とにかく父と祈って帰ろう。それだけできればいい。〟と思うようになりました。

孫との再会には本当に喜んでいました。二人の息子、ケントとカイが洗礼を受ける事を伝えた所、私たちをからかうようなしぐさで、胸の上で十字を切って〝おめでとう。お母さんに（私）強要されたんだろう。〟と皮肉までまだ言えるのです。まだ、私の頑固な父でした。〝お父さんもクリスチャンになろうよ。〟というリクエストには、〝信仰は心の中に各自が持っているものだから強制はするな。〟とか言いながら手はお祈りの手でした。〝一緒に祈っても良い？〟との問いかけに了解したので、母も交えて皆で輪になって手をつなぎ、順番に祈りました。アーメンと言った時、父は手をたたいていました。身動きが自由にでき、お酒ばかり飲んでた頃の父とはできなかったささやかなふれあいでした。

もし私が神様を知らなかったら、遠く離れている両親にどんな言葉をかけ、父の病気の事をどのように心の中で処理をしていたのでしょうか？父の病気を通して「主にあって喜ぶ事」の意味が少しですが理解できたように思います。どんな状況の中でも祈った時には、神様が恵みに気づかせて下さる事を信じ、今年の父の日も主にあって喜ぶ自分でありたいと思っています。

皆さんには温かい言葉をたくさんかけて頂き、祈って頂き、本当に感謝しています。引き続き私たち家族の事をお祈りください。

「成長セミナーから得たもの」
　　　　　　　　　　　　　安次嶺　いさこ

去年私は教会の方にハーベスト成長セミナーがありますが受けてみますかの問いに一寸頭を傾げました。かの有名な中川先生の講義についていけないとのではとゆう懸念がありました。でも今受けなければ何時？と自問自答して受ける事の重要性を感じ受けることにしました。

　始めてみると、中川先生は近所のオジサンの様に親しみを感じて楽しい学びが始まりました。第１課の聖書の出会いからスタートし、自己とのであい、第３、４課と進むにしたがって自分が如何に知らなかった事が多かった事に本当に驚きました。記憶力が乏しくなっている私は行ったり来たりの繰り返しの学びでした。でも順々に課が進んで８課に参りましたときに大きな驚きを受けました。目から鱗が落ちるとはこの事だと、そして感動と喜びが体中を走る経験しました。

　それはたった一枚の紙の中に描かれた三匹のさまよえる羊達、其れはまるで私の様だと、いや私なのだと思ったのです。第一の聖書の門、第二の祈りの門、そして信仰の友の助けを受けて羊飼いの門へ、次の大きなステップは神様を信頼して委ね一歩一歩み心を聞き理性的判断を持って道を選びとる。こんなたった一枚の紙の中に全てが順序良く、明確に信仰の道が示された事は本当に大きな感動を覚えました。そして此れが神様から示された私のある道だと深く感じました。

　素晴らしい中川先生のお話と絵を通してのセミナーを有難うございました。そして黒田先生と、スチュワードシップの方々のお働きを感謝します。

見よ、私は世の終わりまでいつもあなたと共にいます。―マタイ伝　二十八章八節

編集後記

去年のクリスマスに母が日本の教会で受洗したので、今年のクリスマスには父が受洗するように祈っています。最近では、ずっと両親と一緒にいたいと思う私です。今になって甘えん坊なのでしょうか。だから、もし地球からいなくなったらどこで会うのか、「きちんと待ち合わせ場所を決めておかないとパパに会えないよう」と伝えています。

松浦　由紀子

父の日が近づくといつも思い出す父の言葉「うちはクリスチャンじゃないぞ！」。　　たまたま一番近い幼稚園という理由で入ったクリスチャンの幼稚園で早速覚えてきた食事前のお祈りを食卓でした時の、この父の一言が未だに忘れられません。あれから数十年。私はクリスチャンになりました。両親がたまたまいれた幼稚園での神様の出会いは決して偶然ではなかったのですね。こうして導かれてきたことを亡父はどう思っているかな。
大塩　直子
　主人とのキューピット役の父は、店の看板客、また重鎮のようでした。今でも、たまに日本から来られるお客さんに「お父さん、元気？」と聞かれると、カウンターで刺身をつまみながら、飲んでいる姿があるような気になります。そのたびに父の素直な信仰話しと思い出話しに花が咲きます。天国にお引っ越しをしてもしっかり伝道に協力してくれています。

　　　　　　　　　　　　　　玉寄　朋子
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テリーさんの簡単クッキング





最近暑くなってきましたね。これからの季節


夏バテしないように、今回は暑い日でも食欲が


出る、夏向けサラダをご紹介します。





　ピリ辛スタミナサラダ　（4人分）





　＜材料＞


豚ひき肉200g、にんにく2かけ、カレー粉小2さじ


春雨(ロングライス)70g、キュウ2本、レタス1/2コ、トマト２コ、青じそ５枚、サラダ油、酒、醤油、ゴマ油





＜作り方＞


ロングライスを水につけ、もどし、食べやすい


　　 長さに切る。


キュウリはななめに薄切りしてから線切り、レタスも線切り、トマトは皮をむいて2つか4つ切りにしてから5ミリの厚さに薄切り、青しそを切る。


サラダボウルに、キュウリ、レタス、トマト、青しそ


　　 ロングライスの順に重ねて入れておく。


フライパンにサラダ油大さじ1を熱し、豚ひき肉と切ったニンニクを炒める。　


肉の色が変ったら、酒大1さじ、カレー粉、醤油大さじ3を入れ、ひき肉がパラパラになるまで


　　 よく炒める。


熱々の⑤を③の上に一気にのせ、上からゴマ油大さじ1を回しかける。食べる時まで、そのままおき、ひき肉の味がジワッと野菜になじむようにし、食べる直前に底から混ぜる。


　  好みで酢をかけてもおいしい。
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